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日本栄養・食級学会誌 第 64巻 第 2号 107-111(2011) 
|研究ノート l

日本食品標準成分表における野菜定義と喫食者における

野菜認識の差異が野菜摂取量把握に及ぼす影響

荒牧礼子ベ康内智子佐藤 厚1

(2010 i-f'. 8月201=1受付:2011年1月111=1受理)

要旨 .野菜摂取量鳩加を目的とした栄養教育において契食者に野菜摂取目標輩，および自己のLI常的な野

菜県llR最を担保させることは重~である 。 l奥食者が野菜と認識する食11111素材が， 1:¥本食品標準成分去におい

て野菜として定義・分類されている食品素材とどの程度見なっているのかを調悲しその追いが|二|常的な町'

菜摂取長把握に及ぼす影響の検討を行った。成分表に収載されている主要野菜 25Jil'll二1.およびj非|ド: ~町肝l'来 1臼5 訂

目の百計l'4刊01日品l日日日日ii7引i'，l=1三司|を十羽制抽11山11山し.野菜.および~I二野菜かの認識を質問した。 その結果. 主I!. JtJIト焔'率は . 野菜1j'i 93.6%. 

ゴ1:野菜#i57.8%. JI':Wfネの最も低かった食品は， じゃがいも 14.9%，次いで¥やまいも 18.9%.さつまいも

24.2 %であり.いも ~li を野菜と誤認識している者が非常に多いことがIlj4 らかとなった。 また. Tlil坂弁当 78種

類のfi¥1J食に使)IJされていた食品素材の重量を秤毘し分刻した結巣.野菜実重量は47:!:26g，認識野菜重量

は57:!:29 g と実Æ~ _~. に比較し 21% 1::i1I~i を示した。

キーワード回日本食品機準成分表.出f-菜定義，野菜認識栄養教育.野菜摂取目線

日常的な野菜摂取は.糖尿病，および:'Jfll管系疾忠討:の

生活習慣病予防に有効であることが多くの疫学研究結巣

で明らかにされ1:1) fi!!: l.!f.t哨 ;ffi につながることが~lJJ侍さ

れている。

厚生労働省は.食物繊維. カリウム.抗円安化ビタミン

(ビタミン C)などの適昆摂取には野菜 350-400g の県

取が必要との:lJi!rlJから. r21 IU:紀における|主l民健康づく

り逆動 (健康卜l本 21)Jにおいて.成人 1卜iあたりの肝
予定摂取;査は平均350g以上とすることを lエl標としてい

るo そのため野菜県1[li.置の地JJIIを1=1的とした栄養教育に

おいて製食者に野菜県l反目標1Î~t.および CI 身の日常的

な野菜摂取量を把握させることは重要である。この把握

の子段として Fosteret al.は.画像やフードモデルを利

用した料理一人前の標準分量(ポーションサイズ)を提

示することにより. 1人1日あたりの摂取監を調べるた

めの質問紙法を提案した九 一度に提供する査を 1サー

ビング (SV)とし 1人1卜lあたり必要な量をsvで提
示することにより野菜摂取目標量 (以下. 目標量)を把

握させ.摂取量期加lにつながった等の報告例511;1は散見

するが.野菜の認識(とeの食品を野菜と認識しているか)

の違いによる. IW~食者が把握する野菜摂取琵への影響に

閲する幸li作は未だない。

我が阿における野菜の定義は.使用する機関や使用目

的によって大きく異なっている。厚生労働省が健康卜I本

求連絡者・別刷請求先(E-mail:aramaki@cc.u-kochi.ac.jp) 

21において 350g 以上摂取することを1([:焚している凶1

菜とは，悶民健康・栄養i調査において食事県取量を間NJ1!t

している野菜類を指し文部科学符科学技術・学術得議

会・資iJJJi制を分科会が公表している日本食品標準成分去

の分類に準じている 7)。現干L:.最新の卜|本食品標準成分

表であるII:訂地補卜I木食品標準成分表 (以下，成分表)

には 326I'，j'， 1ヰの野菜が収載されているが契食者におい

て野菜認識が統ーされているとは考え難く，成分表の分

3ftに基づいた野菜摂取去と喫食者が認識している!frJ-菜

摂11正;畏との間には大きな隔たりが~I:. じていることが推ìJ!iJ

される。

本研究はl喫食者が野菜-と認識する食品素材が，成分表

において野菜として定義・分類されている食品素材とど

の程度呉なっているのかを調査しその違いが円常的な

野菜県取並把握に及ぼす影響の検討を行ったo

研究方法

1.野菜認識に関するアンケート調査

野菜認識に関するアンケート剖夜の実施期間は.平成

18年7月から同年9月までの2カ月間とした。:fiJf究協

力者は短期大学生専門学校生および公開講座の受

講生である。データ集計は.男女計686:r-，のうち年齢の

記載がなかった 281ろを|徐き 658名とした(有効回答率

95.9 %)。年齢内訳は. 18-19歳:166 1-， (男 12人，!J;

l高知県立大学健康栄養学部 (781-8515高知市池2751帯地1)
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154人)， 20-29歳:168名(男 36人，女 132人)， 30 

39歳:120名(男 26人，女 94人)， 40-49歳:54名(男

17人女 37人)， 50-59歳:25名(男 4人.女 21人)， 

60-69歳:125名(男 27人.女98人)であった。

調査方法は.研究協力者に質問紙を配布し表1に示

した 40品目の食品について野菜と思うものにOを.野

菜ではないと忠うものに×をつけるよう依頼した。前H正
にj刊し、た食品素材は，成分表に収載されている，いも.

およびでん粉類(以 下.いも類)40品目. 豆矧 73， 11111~1 ， 

1lT[実類 37品目野菜類 3261W，目，果実類 156品目，き

のこ類 36 品1':1，百'IH$~ 'Já'i 47品目，計 715品lヰから， 主要

野菜25品目，および野菜矧に分類されていない食品(以

卜¥非町'菜)15 ~1111 I~I の計 40 品 101 を抽出した。 表記形式

は成分表に準じた。成分表に基づく野菜類.非野菜類の

分類と一致した問答をJ[1絞とし年代別.性別に正解率

を算出した。 なお，年齢間による正解不の差 は.

Kruskal-Wallisの検定を).IJし、て行った。

2 市販弁当中の野菜実重量，および研究協力者が認

識する野菜重量(認識野菜重量)

関西地区都r/il呑10TIT (人I[・2，640，000) において.

コンビニエンスストア，弁当スタンド等で版35じされてい

た主食と副食とが同一容器に詰められた弁当78程類を

購入し剖在にJI:Jいた 。 ;vBt;~)別 IHJ は，平成 18 :il二10)Jから

平成20年 12月である。78担任iの市版弁当を食品素材

ごとに分別後秤量し笑重量とした。実主量は.小数点

第1位を四捨:11:入して控数とした。測定例としてポテト

サラダの場合，にんじん. きゅうり， じゃがいもと使用

されていた3つの食品素材に分別後秤量を行い，笑重量

にんじん 2g，きゅうり 1g， じゃがいも 10gとした。

研究協力者が野菜と認識する重量 (以 1;'，認識野菜重量)

は.以下』こ示す方法にて算出を行った。弁当に住用され

ていたそれぞれの食品素材のう主主主Eに，成分表で野菜類

に分知されている食品素材にはアンケートの正解率を.

非野菜類には不正Wio!.i'i，C (研究協力者が野菜と誤認識した

割合)を釆じて算出した。算出例として.にんじん 2g

は2g x 0，998 = 1.996 g，きゅうり 1g は1x 0.991 = 0.99 

g. じゃがいも 25gは.25gX(1-0.149)=21.3gとし，

小数点第 1位を11..1:1捨五入した 2g. 1 g. 21 gをそれぞれ

の認識野菜重量とした。なお，各弁当rl:1にアンケートで

用いた 40i'FI，目以外の食品素材があった場合については，

野菜類には野菜 25品目の平均正解率 (野菜類 0.936)を.

非野菜類には平均不正解存 (いも類 0.807. 豆頒 0.377，

極笑類 0.167. 海藻類 0.09. きのこ類 0.505) をそれぞれ

の実重量に乗じて算出した。野菜笑重量と認識野菜重量

の差の検定は.2つの同:平均の差の検定を用いて行った。

なお. !g卒中斤には. PASW Statistcs 18をイ吏JFJした。

3.倫理的配慮

高知女子大学生活科学研究倫理専門委員会において，

研究計画(受付番号 0802004)における倫理審査を受け，

その結果.木研究は，厚生労働省の疫学研究に関する倫

理指針の審査対象には該当しないと判定された後，本研

究の実施が承認された。

ゑ土 E白
州ロ フFζ

1 野菜認識に関するアンケート調査

研究協力者の野菜認識が成分表の野菜と一致するかど

うかを調査した結果は， 平均正解率は 40，W，I=1の食品素

材全体で 80.2%.うち野菜類 25品目は 93.6%. ~I"野菜

類 15I日目は 57.8%であった。野菜類において正解率が

故も高値であった食品素材は，ほうれんそう・にんじん

(99.8%) .次いで，はくさい・なす (99.7%にキャベツ・

レタス (99.4%).最も低値であった食品素材は，たけ

のこ (74.6%). 次いで.そらまめ (76.6%).えだまめ

(77.9%)であった。一方，非野菜類において. ~Iõ野菜

とJ[しく認識できた食品素材は，わかめ (90.6%). く

り (89.2%).ピーナッツ (77.5%に最も低値であった

食品は，じゃがいも (14.9%に次いで，やまいも (18.9%).

さつまいも (24.2%)であり，いもまriを野菜と誤認識し

ている研究協力者が非常に多いことが明らかとなった 0

{Io代別平均正解芥は. 50-59歳 (82.3%)が最も向く，

30-39歳 (78.5%)で最も低かった。年齢問による品 同

別jIWf率の去は. Kruskal-Wallisの検定を行った結果，
野菜類では. 18-19!歳で、きゃいんげん.グリンピース.

えだまめ，そらまめが.60-69 i~立で、れんこん，とうもろし

たけのこが有意に低値を示した (p<O.Ol) 。 一方~I:野菜

釘!においては. 18-19歳でアボカド.20-29歳で、すいか.

30-39 T長でじゃカfいも， メロン， くりカ 40-49古見で、さ

つまいも，やまいも，こんにゃく，ピーナッツ，いちご，

しいたけ， しめじ，あずきが. 60-69歳ではだいずにお

いて低他を示 しいずれも有意な差が認められたゆく

0.01. p< 0.05) (表 1)。
2 市販弁当中の野菜実重量，および研究協力者が

認識する野菜重量(認識野菜重量)

市販弁当78種類の間食に使用されている食品素材を

それぞれに秤量し成分表の定義に基づいて分類した結

果.実重量は平均で.野菜類 47::t26g. いも類 7::t17 g. 

豆類 10::t22g. きのこ類 l::t2g. 海藻jl13::t10 g. その

他 134::t61 g (表 2)であった。

また， 実重量にアンケート結果から算出された認識度

の数値を}目いて算出した認識野菜重量は. 平均 57::t29

gであった(表 3)。年齢別認識野菜重量では，最も低

値を示した年齢層は. 18-19歳で 54::t27g. 次いで20-

29歳 57土29g. 30-39歳 58土30g. 40-49歳 59::t31g. 

50-59歳 57::t30 g. 60-69歳 57::t31 gであり.r，y:ー齢聞に

よる認識重量では有意な差は認められなかった (n.s)。

考 察

1 野菜認識に関するアンケート調査

本研究は.成分表における野菜定義と研究協力者の野

菜認識がどの程度一致しているかについて刑査を行っ
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野菜認識の差興が野菜県収量把握に及ぼす影響

表 2 市販弁当 1'1:1の実重量(分類は成分表に基づく)

野菜類 いも類 豆類 きのこ類 海藻類

実重量(平均:!:SD) 47:!:26 

SD:標準偏差，単位田 go

7:!: 17 10:!:22 1:!:2 3:!: 10 

109 

男性 女性

(n= 122) (η=536) 

100.0 99.8 

100.0 99.8 

n.s 

n.s 

n.s 100.0 

n.s 100.0 

n.s 99.1 

n.s 100.0 

n.s 98.2 

n.s 100.0 

98.9 n.s 

n.s 94.6 

n.s 98.3 

n.s 97.1 

* 95.5 
94.6 n.s 

n.s 90.1 

n.s 93.8 

n.s 91.1 

** 90.2 
88.4 n.s 

** 92.0 
** 84.5 
** 85.7 

86.6 ** 
*
*
 

*
*
 

82.1 

65.8 

** 12.5 
17.9 ** 

** 16.1 
** 65.2 
* 
** 

88.3 

67.6 

** 67.0 
** 
** 

68.7 

67.3 

* 40.5 
** 
** 

47.7 

** 
47.3 

62.5 

** 46.4 
n.s 86.6 

78.1 

92.9 

53.4 

99.6 

99.6 

99.4 

99.4 

99.4 

98.9 

98.9 

99.4 

99.1 

96.8 

96.7 

96.2 

95.4 

94.3 

94.5 

93.1 

93.1 

90.0 

87.0 

86.8 

75.8 

75.1 

76.9 

15.3 

25.1 

19.2 

79.8 

89.3 

80.1 

53.9 

78.2 

76.5 

42.4 

50.6 

49.9 

74.2 

54.6 

91.4 
80.7 

94.0 

58.7 

その他.肉魚、卵類

134:!: 61 
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表 3 成分去の定義による野菜災重抗および野菜

認識に基づき算出した認識野菜霊長

野菜:笑重量認識野菜重量 t検定

重量(平均:tSD) 47:t26 57:t29 p<0.05 

SD:桜i¥1:偏差，単位 go

た。加えて研究協力者の町'菜認識は年前日間によって追

いが認められるかどうかについても検@:を行った。その

結果.研究協力者による野菜類の平均il:Jfio率は 93.6%で

あった。またゴHlfi'来類の平均正解率は.57.8%であった。

野菜類に比較し.ゴド野菜類の正解率が低値を不した要因

としては.いも経!の平均正解5十iが桜めて低かったことに

ある。特にじゃがいも(14.9%)，やまいも (18.9%).

さつまいも (24.2%)において断熱ーであった。その結果.

~ I三野菜の平均正解率に大きく影響していると考えられ

た。じゃがいも.やまいも， さつまいもは.野菜~Ji とお

なじ場所で販売されている。そのため野菜と誤認識した

のではないかと抑制された。

いも類に次いで、:iE解率の低かっただいずは. 18-19 j~&. 
で68.1%とi完備を示し. 一H60-69 j:&で、は. 36.3%と低

1ifulを示した (p<O.Ol)o -{:illの食品素材で年齢問に差が

認められた要因のーっ として， 1954年学校給食法が施

行され，学校給食は教育の-IJikとして位世づけられ.そ

の後栄養教育が実施されるようになったことがあげられ

る。1981年には，栄養教育において栄養バランスのと

れた食事をする目的で f6 つの基礎食 Ifl~IJ が改定され，

栄養指導ーの推進に資せられるよう通達があった。f6つ

のき年徒食品Jとは，栄養成分の頒似している食品を 61洋
に分頒したものであり.だいす‘は「畑の肉」として重要

なたんぱく質源であるとの教育等が実施された810 18-

19歳は小Itl学校における家庭科教育が実施されている

年代であり，そのため正しく認識している者が多い結果

となったのではないかと f(f測された。 アボカドの If角'!(:~~

は，18-19 Iii't 37.6 %. 50-59歳84.0%と年齢聞で差呉

(p<O.ol)が認められ，年齢がよ界するにともなって高

くなる傾向がみられた。この要因としては.アボカドは

一般に認知度が低く. 日常の食卓に主主Jf}jする機会が少な

いこと. ーブiで、年齢を重ねるとともに外食等の機会が増

え.アボカドに接する機会が多くなることにより iEl9ヰヰf

の上昇へとつながったものと考えられる。

以上のことから，野菜認識は.野菜類に比較し ~I"野

菜矧の正解半が低値を示したこと.および非野菜は.野

菜類よりも年齢間での認識に差が大きかったことから.

栄養教育等の実施や食に対する経験など様々な生活背

景が野菜認識に関連していると考えられた。

2.市販弁当中の野菜実重量，および研究協力者が認

識する野菜重量(認識野菜重量)

成分表における定義と喫食者における町'菜認識との速

いが.食事にととの程度反映されるかを検討するために，

以下の比較を行った。すなわちrli¥阪弁当78程dJiの副食

に使JlJされている食品素材(にんじん，ほうれんそう.

じゃがいも等)を秤託した尖重量と。「野菜の認識に|刻

するアンケート調査」結果から~:iJ!1 された認識度の数値

を用いてtI:11'1した野菜として認識される重量 (認識野菜

重量)との比較である 。 今回 二七食・副食がー協会に ~~~jめら

れている市H反弁当を刷究材料とした理¥rl:lは.弁当は1IITl 

分の食事と してとらえることができること.および食の

外部化が進み，弁当を利用する者の制令が胤えたこと"

にある。弁当1:1]の野菜実霊長は平均 47:t26 gであり，

認識野菜霊長ーの平均は. 57:t 29 gと実重長に比較し約

21 %高他をフJ'しキj意な差が認められた (pく0.05)ロこ

の笑骨量と認識野菜!Rif{~ との差異 は. じゃがいも.だい

ずとその加工品 (以下.だいず等)の使別頻度が高かっ

たこと.およびiEjy千三千1が低値をポしたことにあると考え

られる。制査の対象とした弁当78折中に， じゃがいも

は21折に。だいず等は 30析に使)[:Jされていた。じゃが

いもについては. il-:!fj1f率 14.9%と低値を示した。21折

"-1 1 41rあたりのじゃがいも笑!f(if~ は平均 27 :t22 gであ

り，その認識!野菜童話:は 23:t18 gとなった。これは令

休の認識野菜重量 57gの約 40%に相当した。だいず等

については. 11:: j何本 53.0%を示した。30折lこ111折あた

りのだいず等実霊長は平均 25:t30 gであり，その認識

野菜重量は. 12:t14gと全体の認識野菜.ill:iu:の約 21% 
に相当した。、IL成20年国民健康・栄養剥脊結一民では，

|割以 1 人あたりの平均摂取li~:(まいもう;riの尖主意 56.9g. 
旦~J(の支亜lf: 56.2 g. 野菜類の実重量282.8gであった。

市販弁当における野菜認識訴rrtt結果て1ま.野菜実重量に

比較し認識野菜量は約 21%尚値を示したことから.

|契食者の野菜認識は，認識野菜長に大きく影響を及ぼし

ていることが予測される。

本研究は，摂II~ 日株主を rljj{ím~こ把:tffiすることで摂取量

が増加したという先行制究6)に恭づき. IW~食者の野菜県

取目 f~f{w に影響を及ぼすと考えられた野菜認識について

検討したものであり ，じゃがいも.だいす、等の非野菜を

野菜と誤認識した者が多くいたことがlljjらかとなったo

さらに野菜認識の違いは. ili¥坂弁当を州究材料に用いて

野菜実重量と認識野菜重主とを定最的に比較した結果.

じゃがいも，だいず等の使fIj頻度が高かったこと，およ

び野菜と誤認識する者が多くいたことが認識野菜重量に

大きく影響していることが明らかとなった。以上のこと

か与野菜認識の違いは史食者が把握する野菜棋ll~量

に大きく影響を及ぼすことが示唆された。「野菜認識に

|刻するアンケート調査jでは.年齢問による差が認めら

れたが. f市販弁当I-IJの認識野菜重量Jにおいて年齢1m
による悲が認められなかったをIlEsのーっとして，以下の

ことが考えられた。「野菜認識に|共jするアンケート間査j

は. 40租類の食品素材について捌抗したが，その 1:1:1で

1[19卒採が低値を示したじゃがいもは. 18-19歳代におい

て王解率が他の年代に比べi114イ[むを示していた。-Hで、さ
やいんげん，グリンピース.えだまめのiEWio率は.低値
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であったo すなわち市販弁当巾には， さまざまな食品素

材が使用されているため，各年代で正Wio卒が高い食品素

材もあれば低い食品素材もある。平均されて年齢問によ

る差が認められない結果となったと考える。

本研究の限界点としては.今回は 40種類!の食品素材

について喫食者における野菜認識をアンケート調証した

が. 日常の食亭は， じゃがいもなら，コロッケ.ポテト

サラダやフライドポテト等のように，見た目や調理法の

違いにより IriJじ食材でも野菜認識が見なる可能性がある

点である。今後の課題としては. I!V~食者の野菜認識と実

際の野菜摂取量との関連，および過去の栄養教育の有無

等が野菜認識にどのように影響しているか，についても

検討していきたいと考える。
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Summαry: Nutritional education is aimed at increasing the intake of vegetables. It is important for people to 
grasp the target quantity of vegetable intake and the concept of daily vegetable intake requirements. We stud 

ied the perceptions of Japanese people with regard to the items commonly recognized as vegetables， and those 

that are defined as vegetables in the Standard Food Composition Tables in Japan. We then examined the influ-

ence of any differences in this perception on daily vegetable intake. We chose 25 vegetable items and 15 norト

vegetable items from the Standard Tables， and asked the study subjects which of these 40 items they regarded 

as vegetables or non-vegetables. The correct answer rate for vegetables was 93.6% and that for non-vegetables 

was 57.8%. The food that had the lowest correct answer rate was potato at 14.9%. We measured the weight of 

food used for side dishes in 78 kinds of commerciallunch and classified them. The food items that people rec-

ognized as vegetables were 21 % higher than the weight of the vegetables in the lunch. 

Key words: food composition tables， vegetable definition， vegetable recognition， nuttitional education， vegetable 

intake target 
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